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１.研修参加の経緯
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• 豊川市は、平成２９年２月に「豊川市立地適正化計画」を策定し、
同年３月に公表している。

• 同計画において、５年ごとに都市機能施設の立地動向の評価、
区域の設定の再検討及び目標値の評価を行うことと定めている。

• 平成３１年度から２カ年かけて「豊川市都市計画マスタープラ
ン」の改定を行う予定であり、都市計画マスタープランの高度化
版と位置付けている立地適正化計画についても、時期をあわせ
て見直しを実施する予定。

• 見直しの中で、都市構造の現状や課題の整理において、都市
構造可視化計画サイトで得られる情報を活用した分析ができな
いか検討するため、研修へ参加した。
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２.現計画との比較
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人口密度の将来見通し

⇒同等の分析が可能。（国交省国政局のＧＩＳ情報を活用。）









４.まとめ
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• 現状の把握や分析については、各種統計的なデータが実装さ
れており、活用が可能だと感じた。

⇒担当レベル等、政策を検討する段階での現状把握の根拠資料
として活用できる。

• 一方、年齢別の将来人口等、推計については、都市構造可視
化計画サイトで得られる情報での把握・分析だけでは不十分な
部分もある。

⇒社人研の人口推計や国交省国政局のＧＩＳ情報を、内訳等より
詳細な情報で実装されれば、さらなる活用が可能となると感じた。

• 分野の異なる情報を紐づけし、地理情報に落として視覚的に
データを確認できるため、数値情報だけでは気づけない視点で
の政策の提案が可能になると感じた。

⇒高齢者福祉とまちづくり等、組織の垣根を超えた政策提案のきっ
かけになり得る。
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